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岡本　真・伊川　健二
　東洋文庫には「Apparatos para a historia eccleziastica do bispado de Japam」と題さ
れる史料が１件は「貴重書MS-31」として、もう１件は「MS-31」として収めら
れている。岡本真によるこの情報を受けて、岡本真・伊川健二・小澤奈那の３名
は、2018年８月２日に東洋文庫において当該史料の調査をおこなった。調査の結
果、後者は前者のファクシミリであることが判明した。これまで研究史のなかで
ほとんど顧みられてこなかった、東洋文庫版（以下、東洋文庫写本）の概要につ
いて、岡本および伊川の記録と、その後の整理に基づいて、判明した点を簡単に
報告したい。
　「貴重書MS-31」の寸法は、目録には「35㎝」とあるが、採寸の結果、表紙は
縦32.5㎝×横22.2㎝、１葉目は縦31.7㎝×横21.4㎝であった。体裁は、皮背表紙、
洋装であり、背表紙に「Apparatos para a historia eccleziastica do bispado de Japam 
noticias do anno de 1588」と記されている。
　東洋文庫写本には全体にわたり、本文の脇に葉（folio）番号が記され、その番
号が記された行には、インクで書かれた本文と同筆で、スラッシュ（／）が引か
れている。これは、底本となったアジュダ図書館本、すなわち、前掲伊川報告に
おける「BAL②」（以下、諸本の略称は伊川報告のものを用いる）の葉の変わり
目と一致する。また、268葉裏に「Ms. de Bibl. da Ajuda, nº. 49-IV-57」と記されて
いる。これらから、同写本は「BAL②」を底本としていることがわかる。この
点は、ウィッキ校訂本607頁77～83行目にあたる箇所の脱落が「BAL②」と同写
本に共通していることからも傍証される（1）。
　「BAL②」と同じ内容は、「BNP②」（いわゆるサルダB本）にもみることがで
きる。東洋文庫写本には、「BAL②」のみならず「BNP②」をも参照した痕跡が
確認できる。同写本には、上述のスラッシュのほか、赤鉛筆で引かれたスラッ
シュも１葉表裏あたり２～３箇所の頻度で加えられていて、ウィッキ校訂本にお
ける葉の変わり目と一致する。おそらく「BNP②」の葉の変わり目と対応する
ものと推定されるが、現段階では未確認である。また、５葉表に「sarda本 （,）」
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と鉛筆で記されている。さらに、「BNP②」との異同は鉛筆と赤鉛筆とで書き込
まれているが、色の違いが何に起因するかは未詳である。これらのことから、全
文が写し取られた後、日本人が「BNP②」と対校したと考えられる。「日本人」
とは、伊川報告の解説に照らすならば、岡本良知氏である可能性が想定できる。
　東洋文庫写本の概要についてはおおよそ右のとおりであるが、同写本におい
てとりわけ注目に値するのは、調査時点において３件確認されたメモの存在で
ある。このうち、３件目は97葉裏と98葉表の間にある小紙片の綴じ込みであり、
Confraria de misericordiaについての解説が記され、末尾に「A igreja da Conceição 
Velha,  dx. 1900」とある。
　１件目および２件目のメモは、東洋文庫写本の成立について考える上で重要で
あると思われるため、全文を後掲する。１件目のメモ（後掲【メモ１】）は、本
文同様の紙、おそらくは遊紙だったものに、アジュダ図書館長ジョルダン・ア
ポリナリオ・デ・フレイタス（Jordão Apollinario de Freitas）が、シュールハンメ
ル訳書（メモ注２参照）に言及しつつ、「フロイスの著作の第３部（o 3º tomo da 
obra do P. e Luis Froes）」に相当すると彼が認識していたと思われる２冊の年次、
葉数、章立てを略述している。シュールハンメル訳書の該当部分には、アジュダ
図書館における請求記号などのほかは、メモ１に対応する詳細は記されていな
い。ここに記された２冊のうち、「1º Vol.」の1582年に係る部分は、現在は『日
本史』ではなく『九州三侯遣欧使節行記』と認識されている。また、「1º Vol.」
の1583年以降は、現在では『日本史』第３部ではなく、第２部と理解されてい
る（2）。これら1582年部分および1583年以降部分は、現状では双方ともに「BNP
①」（いわゆるサルダA本）に収められている。一方、「2º Vol.」は、ウィッキ校
訂本などによりフロイス『日本史』第３部と認識されている部分であり、東洋文
庫写本の範囲でもあるが、葉数は対応していない。「1º Vol.」「2º Vol.」の内容が
そろって現存するのは、アジュダ図書館本ではなく、現在はポルトガル国立図書
館に所蔵される「BNP①②」（サルダAB本）である。これらにより、メモ１の
構成は東洋文庫写本が直接参照したアジュダ図書館本ではなく、ポルトガル国立
図書館本の構成に基づいていることがわかる。
　２件目のメモ（後掲【メモ２】）は、本文の紙とは異なる小型の紙に、メモ１
の「2º Vol.」と重複する内容であるメモ書きおよびカルロス・アルベルト・フェ
レイラ（Carlos Alberto Ferreira）の名が記されている。メモ１は葉数を含むため、
BNP②とみなされるのであるが、メモ２には葉数の記載がない。したがって、
メモ２はおそらく東洋文庫写本の概要を記したものであり、フェレイラはその筆
写にあたった人物名である可能性が想起される。
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注
（1）　この脱落について、東洋文庫写本268葉表には「この間９行脱」との鉛筆書きが
ある。
（2）　ウィッキ校訂本では第２部bとなっている。
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【メモ１】1葉の前 
 
【メモ２】81葉の前 
No alto de cada folha queira 
pôr o anno correspondente, 
como eu puz nestas. 
Capitulo  1 a 14  leva o anno 1588 
〃    15 a 24  〃   〃 1589 
〃    25 a 34  〃   〃 1590 
〃    35 a   〃   〃 1591-92 
  
Carlos Alberto Ferreira4 
 
                                                        
1 Jordão Apolinário de Freitas (1866 - 1946). アジュダ図書館長 （1918 - 1936）。木下杢太郎『えすぱにあ・ぽるつがる記』（岩
波書店、1929 年）369 頁にも「アジュダ図書館の現館長（少なくとも最近までは）である」と記されている。 
2 Luis Frois, Die Geschichte Japans (1549-1578), G. Schurhammer and E. A. Voretzsch (Leipzig: Verlag der Asia Major, 1926) p. 511
注 2 には「Dieser zweite Teil ist verloren. Der dritte und letzte Teil dürfte wohl der Handschriftenband der AjudaBibliothek sein, 
der die Aufschrift "Apparato para a Historia Ecclesiastica do Bispado de Japam (1588-1593)" und die Nummer 49-IV-57 trägt. 
Hoffentlich finden sich die Mittel, auch diesen Band der Öffentlichkeit zu übergeben.」とある。 
3 同書 pp.189-191（1912 年刊）には、「Apparatos para a Historia Eccleziastica do Bispado de Jappão (1583-1593). 2 vol. in-fol., 
demi rel. cuir de Russie.」の記事が掲げられている。このうち「Le premier Volume」は「BNP①」であるが、「Le Deuxième 
Volume」は「BAL②」と対応する。これらの諸本が『フロイス日本史』の一部と認識される以前の記述である。 
4 アジュダ図書館の下記の目録類の編者と同一人物か？ 
Ferreira, Carlos Alberto, Índice abreviado das Genealogias manuscritas da Biblioteca da Ajuda  (Lisboa: Escola Tip. das Oficinas de S. 
José, 1937) . 
Ferreira, Carlos Alberto, Inventário dos manuscritos da Biblioteca da Ajuda referentes à América do Sul (Coimbra: Instituto de Estudos 
Brasileiros, 1946). 
Ferreira, Carlos Alberto, Iluminuras, aguarelas, ornatos e desenhos à pena da Biblioteca da Ajuda (Coimbra: Coimbra Editora, 1948). 
Na guarda colada à pasta do Codice, com letra do punho da Direitor 
da Biblioteca (Jordão Apollinario de Freitas1) e a lapis tem o seguinte: 
                                               4o ? 
“Segundo o P.e Schuramer (Sic)2, este volume será o 3o tomo da 
obra do P.e Luis Froes Pg. 511 da edição allemã, nota 2a” 
 
    1582.  Fl. 1-114 
  1o Vol.      1583. Fl. 115-170 
   558 fls.    1584. Fl. 170v-226 
           1585. Fl. 226v-346 
            1586. Fl. 346v-428 
             1587. Fl. 429-551 
 
Esta obra é de 2 vols. Este Codice é o 2o vol. 
Vide “Bibliotheca Japonica” 
               de Henri Cordier (Paris- Imprimerie Natio- 
                    nal - 1892, pag. 190)3 
           Pg. 190)    1902 
 
             1588 -  Fl. 1-77v     Caps. I-XIV 
    1589 -  Fl. 77v-121    〃   XV-XXIV 
  2o Vol.     1590 -  Fl. 121-170    〃   XXV-XXXIV 
           1591 
             1592  Fl. 171-277    〃   XXXV-LVII 
  1593   Fl. 277v-374   〃   LVIII-LXXX 
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